
ケ
ー
ト
の
結
果
を
考
え
れ
ば
賛
成
」

「
学
習
面
で
も
切
磋
琢
磨
し
て
向

上
し
て
い
く
こ
と
の
期
待
も
あ
る

が
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
機
会
が

増
え
、
人
間
関
係
も
広
く
な
り
、

人
と
し
て
の
成
長
が
期
待
で
き
る

の
で
賛
成
」
「
こ
の
先
、
社
会
は
ど

の
よ
う
に
進
展
す
る
か
わ
か
ら
な

い
が
子
供
た
ち
の
将
来
を
考
え
れ

ば
統
合
に
賛
成
」
な
ど
と
い
う
多

く
の
統
合
に
賛
成
す
る
意
見
が
出

さ
れ
た
。

第

回
学
校
統
合
協
議
会
（

4

2

月

日
開
催
）
で
は
、

市
教
委

13

①

に
提
出
す
る
報
告
書
の
内
容
と
要

望
事
項
に
つ
い
て
、

大
船
渡
地

②

区
と
の
学
校
統
合
合
同
協
議
会
の

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

統
合

③

の
方
式
と
時
期
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
な
さ
れ
た
。

の
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、
両

①校
対
等
な
立
場
で
の
統
合
、
か
つ

新
た
な
学
校
を
つ
く
る
の
だ
と
い

う
意
思
を
示
す
た
め
、
「
新
設
統
合

の
文
字
を
入
れ
る
べ
き
だ
」
と
か
、

通
学
路
も
歩
道
が
な
い
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
整
備
す
べ
き
課
題
で

『
お
て
だ
ま
』
に
よ
る
人
形
劇

や
マ
ジ
ッ
ク
等
公
演

☆
お
や
つ

＊
気
楽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い

★
『
パ
ソ
コ
ン
教
室
』(

第

回)

12

日

時

月

日

3

10

（土）

時

分~

時

13

30

17

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

内

容

パ
ソ
コ
ン
応
用
編

受
講
料

無
料

★「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

日

時月

日

時~

時

3

14

（水）
10

12

月

日

時~

時

3

28

（水）
10

12

会

場
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

主

催
末
崎
地
区
公
民
館

講

師
鈴
木
隆
子
さ
ん

持
ち
物

花
器
・
花
ハ
サ
ミ
・
剣
山
・
水

切
り
ボ
ー
ル
・
タ
オ
ル
・
ゴ
ミ

袋
・
新
聞
紙

費

用
花
材
代
は
実
費
と
な
り
ま
す
が

受
講
料
は
無
料
で
す
。

連
絡
先

鈴
木
隆
子
さ
ん

電
話

ー
３
４
７
３

29

み
な
さ
ま
ご
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
花
材
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で

月

日

ま
で
に
連
絡
を
お

2

28

（水）

願
い
致
し
ま
す
。

末
中
統
合
は
や
む
な
し

第
３
回
末
崎
地
区
学
校
統
合
協
議

会
（
新
沼
眞
作
会
長
、
委
員

人
）

25

は
１
月

日
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

30

で
開
か
れ
た
。
市
教
育
委
員
会
が

平
成

年

月
に
策
定
し
た
大
船

29

2

渡
市
立
小
・
中
学
校
適
正
規
模
・

適
正
配
置
基
本
計
画
に
盛
り
込
ま

れ
た
末
崎
中
学
校
と
大
船
渡
中
学

校
の
統
合
案
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

第

回
学
校
統
合
協
議
会
（

月

2

12

日
開
催
）
に
引
き
続
き
第

回

13

3

学
校
統
合
協
議
会
に
お
い
て
、
出

席
委
員
全
員
か
ら
統
合
に
対
す
る

意
見
を
求
め
た
。
そ
の
う
え
で
採

決
を
行
っ
た
結
果
、
会
長
を
除
く

出
席
委
員
の
う
ち

名
が
賛
成
、

13

名
が
反
対
で
あ
っ
た
。
委
員
全

7員
か
ら
し
て
も
賛
成
が
過
半
数
を

占
め
た
こ
と
か
ら
「
統
合
は
や
む

な
し
」
と
し
統
合
推
進
に
合
意
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
考
え
る

と
中
学
校
の
存
在
は
大
き
い
。
な

く
し
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う
声
も

強
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
小

・
中
学
校

や
保
育
園
の
父

P
T
A

母
か
ら
「
保
護
者
に
対
す
る
ア
ン

 

末崎町の石碑・祠・神社（７）
7 己巳待塔 (己巳供養・巳待)について～その 3
(4) 弁財天とは(古くは弁才天と称されていた) その 2
日本での弁才天信仰はすでに奈良時代に始まっており、東大寺法

華堂（三月堂）安置の 8 臂の立像（塑像）は、破損甚大ながら、日
本最古の尊像として貴重です。その後、平安時代には弁才天の作例
はほとんど知られず、鎌倉時代の作例もごく少数です。
中世以降、弁才天信仰は神道と日本土着の水神である市杵島姫命

（もしくは宗像三女神）や宇賀神（出自不明。日本の神とも外来の
神とも。）と習合して、神社の祭神として祀られることが多くなりま
した。近世は、いわゆる「七福神」の一つとして祀られる弁財天像
は、農業神・穀物神である宇賀神と習合して、頭上に宇賀神像（人
頭蛇身の老人像）をいただく形の像が多く見られます。
(5) 金華山と己巳待信仰
宮城県石巻市の牡鹿半島東南端の太平洋上に金華山があります。

この島に現在祀られているのは黄金山神社(祭神、金山毘古神・金山
毘売神)ですが、明治以前は弁財天が祀られ、日本五弁天として現世
利益、とりわけ金運や財運に神験著しい事で著名となり、参詣者で
賑わったと言われています。明治になって、現祭神に改められた後
もその信仰はつづいています。
当気仙地域でも金華山詣でが盛んに行われたと伝わっています。

この金華山信仰と己巳待信仰が深く関わっているものと思われます。
養蚕の盛んな土地の農家では蚕を食べる鼠避けとして、蛇を「神の
使」とする弁財天を守護神として己巳待をした、と書いているもの
もありますが、私は、気仙地域では、海上安全、漁業繁栄、開運招
福等を願って、己巳待の祭りをしたものと思っています。その証と
して、気仙地域に己巳待塔は 192 基あり、その内訳は、大船渡市 64
基、陸前高田市 101 基、三陸町 25基、住田町 2 基となっています。
このように、海にかかわっている地域に多く、海に関係のない、住
田町には 2 基だけとなっています。このことは、弁財天を、水・海
の神様として、漁業に関係している人々を中心に祭ったものと思っ
ております。(紀)

金華山 黄金山神社

★
い
や
し
の
集
い

期

日

月

日

3

10

（土）

月

日

3

24

（土）

時

間

時
～

時

13

16

会

場

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

※
裁
縫
道
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

「
み
な
さ
ま
ご
自
由
に
ご
参
加

下
さ
い
」

あ
り
、
「
安
全
な
通
学
路
の
整
備
」

そ
の
文
言
を
明
記
す
べ
き
だ
な
ど
の

要
望
が
出
さ
れ
た
。

合
同
協
議
会
の
委
員
の
選
任
に
つ

②い
て
は
、
小
・
中
学
校
の

お

P
T
A

よ
び
保
育
園
の
父
母
会
を
主
と
す
る

案
が
承
認
さ
れ
た
。

統

合

の

方

式

と

時

期

に

つ

い

て

③は
、
新
た
な
魅
力
あ
る
学
校
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
で
、
「
新
設
統
合
」

と
す
る
。
統
合
時
期
は
、
平
成

年
33

月
と
し
た
。

4今
後
は
、
統
合
方
式
や
時
期
、
そ
の

他
要
望
事
項
等
が
考
慮
さ
れ
る
よ
う

に
大
船
渡
地
区
と
の
学
校
統
合
合
同

協
議
会
に
臨
み
、
協
議
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

☆
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

◇
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

月

日
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

2

16

体

育

室

で

、

ボ

ッ

チ

ャ

大

会

が

行

わ
れ
ま
し
た
。

こ

の

大

会
に

は

、

男
女

人
が

24

参

加

し

、

１

チ

ー

ム

３

人

に

よ

る

リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

敬
称
省
略

１
位

村
上

優
司

山
田

勝
代

羽
根
川
信
子

２
位

大
和
田
三
男

新
沼

眞
作

菊
池
喜
久
夫

３
位

亀
井

勝
美

浅
野
侃
次
郎

髙
橋

カ
ツ
子

★
末
崎
町
安
全
協
会

モ

デ

ル

地

区

ゴ
ミ
拾
い
の
ご
案
内

期

日
月

日

雨
天
中
止

2

28

（水）

時

間

午
前

時~

時

10

12

集
合
場
所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

持

ち

物

軍

手

・

火

挟

み･

ス

ー
パ
ー
の
袋
等

対
象
者
（
左
記
会
員
）

交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
部
会

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
会

交
通
安
全
母
の
会

交
通
安
全
協
会

そ
の
他

安
全
協
会
の
ベ
ス
ト

着
用
の
こ
と

★
第

回
末
崎
町
民

11

ひ

な

祭

り

主

催
大
船
渡
市
立
中
央
公
民
館

末
崎
地
区
公
民
館

協

力
末
崎
町
婦
人
会

食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会

人
形
劇
『
お
て
だ
ま
』

茶
道
教
室
『
滝
田
』

期

日平
成

年

月

日

30

2

25

（日）

場

所ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

時

間午
前

時
～

時

9

12

内

容
☆
お
ひ
な
さ
ま
鑑
賞

☆
お
茶
会

☆
人
形
劇
グ
ル
ー
プ

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/

第２７９号

平成３０年 ２月２０日

大船渡市立

末崎地区公民館
電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に

負 け な い ！


